シ ン ポ ジ ウ ム 開 催 のお知らせ

1.   テーマ

｢ 魚 類 復 元 に よ る 田 園 の 自 然 再 生 」　

２．  趣　旨　

平野部の水域では、河川の改修、農薬使用、ほ場整備、外来魚や移殖魚の侵入などにより、田園に生息する魚類の絶滅危惧種が急増するなど生態系の崩壊が懸念されている。

基調講演や話題提供では、ため池や農業水路における魚類の生息実態や市民による再生活動の取り組みとほ場整備で失われた水田の産卵場や稚魚生育場としての機能復元を目指す農業関係者の取り組みを紹介する。これを受けてパネルデスカッションで、生態系崩壊の背景と問題点を分析し、市民・農民と行政の協働による田園自然再生のあり方について議論する。

３．主　催

ＮＰＯ法人シナイモツゴ郷の会、立教大学ウエルネス研究所、

ナマズのがっこう、メダカ里親の会、全国ブラックバス防除市民ネットワーク

４．共　催　（財）農村環境整備センター

５．後　援

　　　日本経団連自然保護基金

財団法人大阪コミュニテイファンド

６．場　所

立教大学池袋キャンバス

７．開 催 期 日

2008年11月29日（土）　13：30～17：30

８．講　演
(1)　何が田園生態系を崩壊させたか？    　              

近畿大学　 　 細谷 和海

(2)　淡水魚のための水田・水路ネットワークの再生    　　 

宇都宮大学　  水谷 正一

(3)　魚類復元による自然再生活動を継続するには？　　

 NPO法人シナイモツゴ郷の会 　高橋 清孝

９．パネルデスカッション

座　　長　全国ブラックバス防除ネットワーク　小林光

話題提供　

 (1) ブラックバス駆除とゼニタナゴの復元 

 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団　藤本　康文

(2) ため池環境保全によるニッポンバラタナゴの保護

NPO法人ニッポンバラタナゴ高安研究会　加納　義彦

(3) 里親制度によるヒナモロコの復元     

 ヒナモロコ里親会　　大石　 敏

(4) 水田魚道で田んぼの産卵場を復元

ナマズのがっこう　三塚　牧夫　メダカ里親の会　中茎　元一

１０.　情報交換会

　　　　18：30から構内レストラン「山小屋」会費5,000円

　　　　申し込みは別紙様式で11月15日まで

１１．問い合わせ先

　　　ＮＰＯ法人シナイモツゴ郷の会　副理事長　　高橋清孝

　　　　連絡先　TEL･FAX0229-56-2150　ﾒｰﾙ　Takahashi-ki592@pref.miyag.jp
事務局住所　989-4102　大崎市鹿島台木間塚字小谷地504-1　大崎市鹿島台公民館内
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